
  

 
  

 
 

 
 
 
 

 こう変わる雇用保険 

Ｑ：5月から、雇用保険の仕組みが変わると

聞きましたが、具体的には、どのように変わる

のでしょうか？ 

  

Ａ：主に、所定給付日数の改正、給付額の

改正など、サラリーマンが失業時に受け取る 

失業手当の給付削減が柱です。 

【解説】  

 具体的には、所定給付日数が正社員とパー 

ト社員で統一されたこと。自発的に辞めたケ 

ースでは、従来のパート社員の所定給付日数 

に合わせる、つまり、正社員の所定給付日数 

は削減されることになります。逆に、倒産、 

 解雇等、勤務先の都合で離職を余儀なくされ 

 るケースでは、従来の正社員の所定給付日数 

 に合わせる、つまり、パート社員の給付日数 

 は延長されることになります。 

  また、給付額も、高所得層を中心とした給 

 付率の削減、上限額及び下限額の削減により、 

 引き下げられることになっています。これは、 

 「再就職するよりも失業手当をもらいきった 

 方が得」というゆがんだ構造を是正するため 

 のものです。 

  いずれにしても、失業増により悪化し続け 

 る雇用保険の財政を立て直すのが狙いで、給 

 付を受ける側に痛みを伴う措置となっていま 

 す。しかし、2005年からは、財源確保のため、 

 労使折半となっている雇用保険料の負担も引 

 き上げられる予定。そうなれば、働いている 

 人や、企業側にも負担がかかってくることに 

 なってきます。の概要を教えて下さい。  
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